
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●児童が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○「心の教育を行い、思いやりの心を育ててい
る」と回答した教員100％。
○「自己有用感を高める4ポイントの徹底実践
を行っている」と回答した教員100％

・全職員が自己有用感を高める４ポイントの実践を図るために、職員の意識の継続と徹底を推進
する。（全職員1日10人以上ほめる）
・「いのちの教育」の推進やふれあい道徳、学級・全校・地域との関わりの中で、自他の良さを認め
る活動の場などを年間５回以上設定。 B

・「児童の自己有用感を高めるために実践に努めている」の3つのポイントについては90％、1つのポイント
については、80％の達成率だった。今後は、子供同士がお互いを認め合いより良い人間関係づくりができ
るような場の設定（全校きらり年３回・ふれあい道徳・全校遊び）と、認め合う価値の向上や深めあいの実
践に努めたい。 A

・学校評価アンケート「やさしく」の項目で、「友だちや自分のいいところ（よさ）を認め，はげまし、仲良く活
動していますか。」では「よく出来ている59％・だいたい出来ている36％」で児童の約95％が良く評価してい
た。
・子供同士がお互いを認め合い、より良い人間関係づくりができるよう、全校きらりの実践（場の設定）や全
校遊びを行った。お互いを認めあいながら、価値の向上についても深めることもできた。
・友達の良さを認めているが、自分の良い所や頑張っている所に関しては、あると回答した児童が89％に
とどまっているので、自己有用感を高める取り組みを継続していく必要がある。

A

・やさしくの全項目で９割以上できており、児童同士が良さを認め、仲良くし、より良い人間関係作りができ
た実施結果となっている。
・12月の持久走大会を参観したが、各学年の児童の皆さんが遅れて走る児童の応援に一緒に走っている
姿を見て嬉しく思った。校長先生も遅れた児童と一緒に走っておられ、有難く思った。思いやりの心は育っ
ていると感じる。
・学年が上がるごとにインターネット依存度も多くなり、インターネットに触れる時間や機会が増加し、それ
に伴うリスク指導の必要性も増加すると思う。トラブルから児童生徒を守るための方策をお願いしたい。

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

〇「生活アンケート」で「今、困っていることや悲しい
ことがありません」と回答した児童１００％。
○学校評価アンケートで「いじめに対して、早期発
見、起こった場合の迅速かつ丁寧な対応に務めてい
る」と回答した教員１００％。

・生活アンケ―トを毎月実施し、未然防止を図る。
・全学年共通の教材を活用し、いじめを生まない道徳の授業を行う。年に５回以上共通教材によ
る共通実践を行う。
・教育相談連絡会や職員連絡会で、配慮を要する児童の情報を共有し、手立てについて共通理
解をする。
・SC及びSSWとの連携を図り、情報交換を行う。

B

・毎月の「生活アンケート」で「今、困っていることや悲しいことがある」と回答した児童が約5％いた。該当
児童には担任による個別の聴き取りを行い、問題解決に努めた。
・いじめ問題への対応に係る校内研修を実施し、職員の意識の確認をした。
・教育相談連絡会を月に一度開くことで、配慮を要する児童への対応、手だてを迅速に行うことが出来た。
・S.C、S.S.Wとの関りが少なかった。今後は、積極的な情報提供を行い、サポートや助言を求めていきた
い。

A

・毎月の「生活アンケート」において、「困っていることや相談したいことがある」と回答した児童が若干名い
たが、結果を受けて、気になる児童への対応を迅速に行うことができた。
・毎月、気になる児童について情報共有を行った。10月に「教育相談週間」を実施、児童の実態把握に努
め、個々に対応することで職員全体で取り組む意識が高まった。
・S.C、SSWと情報共有し、助言をもとに各職員が児童の支援にあたることができた。
・学校評価アンケートに「いじめに対して早期発見、起こった場合の迅速かつ丁寧な対応に努めている」と
回答した職員は92％だったが、クラスで安心して過ごせていると感じている児童が89％にとどまっている。
いじめをなくし、全児童が安心して過ごせるための取り組みを継続していく必要がある。

A

・学年問わず、児童同士が本当に仲の良い学校だと思う。みんな元気いっぱい楽しそうにしている。保護
者アンケートのコメントにあるように、学校の取組のおかげであると思う。
・アンケートの結果によっては、早期解決のためSC,SSWと情報を共有して、全職員で対応されていること
が分かった。今後も、いじめ問題は迅速かつ丁寧な対応をお願いしたい。
・毎月の「生活アンケート」から気になる児童への対応は迅速に行われ、情報共有も行われていることに安
心している。ただ、「クラスで安心して過ごせるか？」に対し、あまりできていない２％→６％が気になる。安
心して過ごせる取り組みの継続をお願いしたい。家庭でも注意していきたい。
・いじめに対しても、学校だけで対応する時代ではない。地域全体で子ども達を見守る体制を整えていきた
い。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」と回答した児童９０％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について肯
定的な回答をした児童９０％以上

・児童の良い行いを具体的に褒める。→賞賛を見える化する。
・各学年、各月や各学期、行事ごとに「黒川きらり⑩」を基に目標を設定する。活動後は振り返りを
行い、その内容について放送や掲示を使って紹介する。
・外部講師を招聘しキャリア教育につながる学習を年に3回以上行う。

A

・挨拶をビンゴを達成した児童をキラリとして掲示した。また、「黒川小きらり⑩」を基にして行事や各学年で
目標を設定している。振り返りは、放送で紹介した。しかし、児童のアンケートでは、「褒めてくれる」の項目
が60％程度に留まっているため、1日１回以上、学級の児童全員を褒めることを全職員で行っていく。
・全児童が自分で選んだきらり達成に向け、月の第一週、朝の時間に振り返りをする。
・外部講師の招聘は、後期に計画をしている。

A

・よりよい学校つくりアンケートで「先生たちは、自分の良いところやがんばっているところをほめてくれる」
と回答した児童は、94％。
・全児童、学期のめあてとして、自分が特に頑張りたい「きらりの番号」を選び、さらに具体化した自分なり
のめあてを立てさせた。毎月の全校朝会後、自分で選んだきらりの振り返りを行うことで、きらり達成に向
けて意識を高め、行動していた。
・プロ選手や体育講師によるスポーツ教室、サムライ合戦、芸術鑑賞、学校サポーターを活用した授業等、
様々な外部講師を招聘しキャリア教育につながる学習を行った。「勉強や運動、生活、将来の夢など、自
分で目標を決めて、チャレンジする」と回答した児童は、92％であった。

A

・「黒川小きらり⑩」で目標設定され、児童のよい所を認め、褒めることは、児童生徒との信頼関係が深ま
り、他人に対して優しくできる児童生徒に育つとともに、自信がつき、物事への意欲につながり行動力が高
まると思う。
・保護者アンケートで「学校は互いのよさを認めあう学級づくりに努めている」や「自己有用感を高める取り
組みを行っている」の回答が１００％と９９％が「そう思う」になって、目標は達成されていると思う。
・先生方、保護者、地域の方々から「ほめられる」ことで「自信」をつける児童が増えたと感じる。本物のプロ
の方をお呼びしての学習は素晴らしく、子ども達の宝になると思う。
・外部講師からの講話や体験をすることで、子ども達のチャレンジ精神や夢への希望が大きくなったと思
う。可能な限り、貴重な体験を増やしてもらえたらと思う。そのために育友会費も使ってもらいたい。

●「運動習慣の改善や定着化」 ●「よりよい学校つくりアンケート」で「進んで運
動をしたり、体を動かす遊び（外遊び）をしたりし
ている。」と回答した児童が８０％以上

・児童が体を動かす楽しさを味わうことができるような運動や道具等を職員に紹介し（学期に2回以上）、児
童と運動のかかわりを深める体育科学習の充実を図る。
・屋外で運動するよさを放送等を通して伝えることで、外遊びを奨励する。（週に2日以上晴れた日）
・委員会活動によるスポーツチャレンジの実施と学級での取組の充実。（年間通じて呼びかける）
・スポーツチャレンジの結果を児童玄関の掲示板に掲示したり、中間結果を発表したりすることで、取組へ
の意欲を高める。

A

・体育の単元が各学年でそろっているときに、授業で取り入れられる運動遊びや楽しんで学べる活動を回
覧で紹介した。
・屋外で運動するよさを伝え、外遊びをしている児童をほめる放送を行ったり、室内にいる児童を外遊びに
誘ったりした。その結果、学校評価アンケートで「進んで運動をしたり、体を動かす遊び【外遊び】をしたりし
ている」と回答した児童が84％だった。
・スポーツチャレンジについては、１学期の取り組みができなかったので、２学期以降に実施していく。

A

・体育や外遊びで使える手作りの道具を紹介した。複数の学年で体育科学習に生かされていた。
・スポーツチャレンジのドッジボールラリーと８の字跳びに全校で取り組んだ。全学年の回数を掲示したこと
で、記録を伸ばすことへの意欲を高めた。
・委員会活動でスポーツチャレンジの紹介や表の作成、最終結果の放送等を行い、児童の主体性を引き
出した。
・以上の取り組みにより、学校評価アンケートで「進んで運動をしたり、体を動かす遊び【外遊び】をしたりし
ている」と回答した児童が8３％だった。

A

・プロのスポーツ選手や、専門家などたくさんのゲストを招いてもらったことで、子ども達も運動に対する取
組みが変わったり、関心が増したりしているように感じる。
・バスケやサッカーなどプロの選手に来てもらって、子ども達も刺激を受けていると思う。一緒に体験するこ
とで、子ども達の運動に対する意識も変化していると思う。
・運動に対して様々な取り組みがなされていて素晴らしいと思う。ただ、今後、運動場の整備も行っていく
必要があると感じる。

○危機回避能力の育成
○「体を強くするための健康教育や命を守るた
めの安全教育を行うことができた」と回答した教
員１００％

・年間４回の避難訓練の前後に、学級で訓練の必要性や避難方法について指導する。
・月1回の集団下校の日に、学級で下校時のルールを確認する。
・学校生活でのけがや事故を防ぐために、具体的な資料を作成し、学期に５回以上ミニ研修の機
会をつくる。(週１回連絡会)

A

・1学期間に避難訓練を3回行い、その都度学級でパワーポイントを使って指導することができた。集団下
校時にはルール確認を行った。
・毎日の給食時間に暑さ指数を放送し、熱中症予防に努めている。
・校内でのけがの様子や食物アレルギー、熱中症等について職員連絡会や職員会議で機会ある毎にミニ
研修を行った。今後は特に、校内の整備・点検に力を入れ、けがや事故の防止に努める。

A

・２学期までに「地震火災避難訓練」「原子力災害屋内退避訓練」「土砂災害時引き渡し訓練」「不審者対
応避難訓練」の計４回を行った。いずれも、パワーポイントを使用した担任による事前指導、全校への担当
者による事後指導をした。
・下校時のきまりについて、毎回の集団下校の際に話をした。また、傘の使い方や歩き方について、放送
で指導を行った。
・毎週、立腰タイムの全校放送で、校内でのけが、近隣の感染症流行、天候等を伝え、再度担任から学級
指導を行うことで、児童の大きなけがや事故が防止できた。
・職員へのミニ研修の機会を設けることが難しかったが、児童が安全安心に過ごせるよう、定期的な研修
を重ねていく必要がある。

A

・危機回避のために避難訓練を何回もやることによって、生徒が万が一事故が発生しても落ち着いて行動
できるよう、訓練が必要だし、大事だと思っております。
・防災対応マニュアルなどを基にした訓練の計画通りの実施や、登下校時の安全面や病気やケガへの未
然の対応指導などが適切に行われていると思う。
・いつ災害が起こるか分からないので、保護者も混ぜて避難訓練はできないか。現在、引き渡し訓練はし
ているが、災害で車が使用できない場合などはどんな対応になるのか共有したい。
・集団登校では毎朝きちんと並んで登校できている。朝の挨拶もだいぶん声が聞かれるようになった。

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時
間の上限を遵守できるよう業務の見直しを行
い、４５時間以内の教員が１００％

・業務記録をデジタル化し、全職員の超過勤務時間を可視化することで、互いに時間外在校時間
を意識できるようにする。
・業務量の偏りがないように、分掌ごとに適切に振り分ける。
・SEI-NETの掲示板機能を活用し情報の共有を図ることで、会議や連絡会の回数・時間を削減す
る。

B

・時間外在校等時間の全職員平均は４０時間を下回る程度になっている。ただ、時期的なものや経験年数
等により４５時間を超える職員も数名いる。
・職員の状況を観察し、業務を多く抱えている者には同じ部会の職員に頼むように促してきた。ただ、職員
数が少なく、経験もないため十分な対応にはなっていない。
・SEI-NETの活用は随分進んでいる。
・今後、さらなる業務の効率化を行い改善を図っていく。

A

・時間外在校時間の全職員平均が３５時間を下回るようになった。
・学年グループや、各部会、関係職員など、チームで業務にあたる姿が見られるようになった。特に、配慮
が必要な児童に関しては、職員間の情報共有が迅速かつ的確に行えるようLINEのグループ機能を使い、
共通理解しながら対応することで業務改善につながった。
・SEI‐NETの活用も順調に行われている。
・来年度に向けて「校時程の見直し」「成績２期制への移行」など学校運営のシステムを検討することで、
職員の授業準備や自己研鑽の時間を確保する見通しが立った。

A
・働き方改革が実施される中、教職員の改革が進んでないように聞く。仕事量が多く、持ち帰って家で仕事
をしている方が多いとのこと。教職員の定員増を図り、先生方のゆとりある教育をお願いしたい。
・先生方の心身の健康を第一にお仕事に臨んで欲しい。

○職員室の整理整頓、校務分掌ごとの文書等
の整理などを行うことによる業務の効率化を行
い、業務がしやすくなったと感じる教員が１０
０％

・過去の文書やサーバー内の不要なデータを整理する
・誰もが探しやすい表示や分類をする。
・共有文書、データは誰もが参照できる場所に保管する。
・維持できるようにルールの共通理解を図る。

B
・教務主導でサーバー内の整理は進んでいる。
・夏季休業中の職員作業で校内各所の整理整頓が進み、文書の保管場所の確保まではできた。今後、文
書の表示や整理整頓に関するルール作りを行っていく。
・今年度、３０項目の業務改善を目指しており、現時点で１２項目の実施ができている。

A

・サーバー内の整理整頓が終わり、必要なデータがすぐに見つかるようになったので、業務の効率化につ
ながった。
・全職員が物品の整理整頓に心掛けるとともに、ラベルシールを貼って分かりやすくするなど、主体的に動
く姿が多く見られた。
・３０項目の業務改善目標については１５項目にとどまったが、職員の意識が向上し、互いに声を掛け合っ
たり、効率的な業務の在り方を探る姿が多く見られた。

A
・デジタル対応をはじめ、先生の職務は過酷と言える状況ではないかと思う。先生はゆとりをもって児童と
向き合ってもらうような働く環境が必要と思う。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○全職員での情報共有と校内支援体制
の確立
〇外部機関との連携、専門研修の充実
→即個別実践化

○特別支援に関する専門性が向上したと答え
た教員９０％以上
〇情報共有を定期的に行う（毎週の職員連絡
会前、教育相談連絡会１か月に1回）。

・特別支援教育に関する研修会を年間３回以上行なう(UDの考え方による学級経営、個別の支援計画作
成、発達障害の理解など）
・必要に応じて支援会議や情報交換を行い、全職員で共有する。 A

・2回の研修を行なった。UDを意識した学級経営や授業づくりへの取り組みについての振り返りをUDチェッ
クシートを用いて行い、職員への意識づけを行っている。
・職員の情報を基に、気になる児童の支援会議を開き、校内でできる支援へ繋げた。
・黒川小の実態にあった個別の支援計画を作成し、支援の手立ての方法について職員間の共通理解を
行った。

A

・UDチェックシートを用いたアンケートを学期ごとに行うことで、職員の特別支援教育への意識が高まっ
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・支援が必要な児童について、随時支援会議を行い、児
童に合った就学へと繋げることができた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
個別の支援計画を確実に作成するよう、定期的に促すことで職員の支援の手立てに対する意識が高ま
り、100％作成することができた。

A
・特別支援教育は職員数が少ない中で大変だと思うが、引き続き黒川小に似合うやり方でお願いしたい。
・職員間の情報共有や個別の支援計画の作成などで、的確な支援教育ができているように思う。
・特別支援学級の児童のみなさんが、「安心、安全」で「楽しい生活」を送られるよう配慮されていることに
感謝したい。

○愛郷心の育成
〇「こども伊万里学」や「コミュニティス
クール」の推進

・「伊万里市や黒川町が好きだ」と回答する児
童９０％以上

・学校サポーターやコミュニティセンターと連携し、子どもたちが主体的に地域と関わるこ
とができる学習活動を各学年、年間２回は設定する。 B

・伊万里市や黒川町を自慢に思う児童は８６％いて、高学年は９５％以上で割合が高い。
・全学年が1回以上は学校サポーターや育友会と連携した活動を行っている。１学期は２０活動実施した。
今後も国語でのお話どんぐりさん活用など、サポーターの活用体制を構築していく。
・家読集会やきらりっこスクールなど、地域主催の行事への参加が少ないので、今後は積極的に参加する
児童が増えるよう、周知徹底を行っていく。

A

・伊万里市や黒川町を自慢に思う児童の割合が９２％となり、目標に到達することができた。
・どの学年も学校サポーターや育友会、地域の工場施設等と連携した活動を年間２つ以上は行い、合計５
０活動以上の体験交流学習を行うことができた。
・年２回のうちどく講演会を全校児童が参加できる形にしたことで、町を挙げてうちどくの推進を図ることが
できた。
・HPやメール、学校・学級・図書便りなどの積極的な情報発信を行い、地域や保護者からも学校のことが
よくわかったという声を多くいただいた。
・児童に地域行事への参加の呼びかけを行い、職員にも呼びかけて、参加してもらった。

A

・伊万里市や黒川町を自慢に思う児童の割合が９２％と高い数値で安心した。
・うちどく講演会、朝の読み聞かせのおかげで、本や絵本との触れ合いが他の学校より多く、子ども達の優
しい心を育てるのにありがたいと思う。
・伊万里市や黒川町を自慢に思う児童の割合が9割以上は嬉しい。地域人材の活用などを取り入れた授
業が合計50活動もされたとはすばらしい。そうした取組みが愛郷心へつながっていると思う。HPがよく更新
されていて、学校便りや学級便りなどの内容が充実していて情報発信が素晴らしい。
・HPが見られるようになったこと。学校行事に参加できるようになったこと。本物に触れる教育がなされたこ
とに感謝する。家庭科授業支援は、素直で明るい、仲が良い児童と触れ合えて、とても良かった。また何
かありましたら声をかけていただきたい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 伊万里市立黒川小学校

１　前年度

　　評価結果の概要

〇全校で同じ方向性で取り組む「黒川スタイル」の確立や、タブレット端末の有効活用による授業改善を全職員で図る。特に、互いに授業を見合ったり、他校の研究発表会へ参加するなど、研鑽の場を増やす。
〇「スタディーウィーク」を継続するとともに、家庭学習の内容について検討したり、家庭学習の必要性について考えさせたりする取り組みの充実を図る。
〇学校サポーター関係の行事や体験活動を年間計画や教育課程に位置づけ、学校サポーターとのつながりを深めて学びの充実を図る。
〇新型コロナ感染症の分類が変わることから、以前の活動の良さを受け継ぎつつ、ニューノーマルへの転換を図る。
〇外遊びの推奨を中心に、健康と体力の向上を図る。
〇返事・挨拶・感謝の言葉を「だれにでも・いつでも・すすんで・きもちよく」できるようにする指導の充実を図る。

２　学校教育目標 郷土を愛し、自己有用感をもって主体的に学ぶ黒小っ子の育成　　～校訓「黒川大好き　仲良くがんばる」～

３　本年度の重点目標
①全員参加のわかる授業（黒川スタイルの確立）　②志を高める教育活動の推進　③友達や自分のよさを認め、温かい言葉を掛け合える心の育成　④いじめの未然防止と早期発見対応　⑤外遊びの奨励及び健康管理や危険回避能力の育成　⑥コミュニティ・スクールの実現（愛郷心の育成）　⑦教職員の資質向上と業務改善（働き方

改革）

４　重点取組内容・成果指標

学校関係者評価

●学力の向上

○深い学びに向かう児童一人一人の学
びの姿を大切にする授業の実践～主体
的、対話的な学びに向かう授業づくり～
（校内研究の充実）

〇「主体的、対話的な学びに向かう授業づくり
を行っている」と回答した教員１００％。
〇他学年の授業を参観し、自分の授業づくりに
生かそうとしている教員１００％。

・主体的、対話的な学びにつながる授業づくりを行うために、学習課題や過程を工夫した
黒川スタイルを明確にしていく。
・年３回以上、校内研究のグループ研などを利用し、他学年の授業を参観する機会の設
定。
・国や県の学習状況調査の結果を受けた研修会を年間2回行う。

B

・年間6回設定されている算数科研究授業を全員が参観し、授業研究会を行っている。今年度は、対話を
通して学ぶ黒川小スタイルの確立に向け、積極的に意見交換をし共通理解を図っている。その他にも、若
手教員を中心に他の学年の授業を参観したり、ベテラン教員が模範授業を行ったりしている。
・国と県の学習状況調査を分析する研修会を夏季休業中に講師を招いて開き、本校の児童の課題・弱点
を知り、対応策について検討した。共通取組として、児童に朝の時間にｅライブラリをさせたり、教員は「授
業づくりのステップ１・２・３」に取り組んだりしている。

B

・校内研究を通して、年3回以上、他学年の授業を参観する機会をもつことができた。
・朝の時間に級外も入り、eライブラリ（タブレット端末を活用したAIドリルでの学習）、プリント学習などで基
礎基本の定着を図ることができた。
・対話を通して学ぶ授業づくりについて、対話活動の在り方について共通理解を図ってきたが、できている
と回答した職員が80％にとどまった。来年度に向け、さらなる授業改善の必要がある。
・「授業づくりのステップ１・２・３」を基に授業改善を図ったが、できていると回答した職員が80％にとどまっ
た。来年度に向け、子ども主体の授業づくりについて研修を重ねる必要がある。

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価

B

・自己評価では実施目標への回答が８３％の回答であるが、学力向上の成果は良かったのではないかと
思う。学校サポーターとして授業の支援を体験したが、学校は懸命に取り組まれている姿が伝わってき
た。また、学校評価アンケートでも「勉強が好き」とか「宿題を集中してするようになった」「先生方の一生懸
命さが伝わる」など、学力向上に関わる声が多かった。
・授業参観をする中で、対話を通じて学ぶ黒川スタイルの確立に向けての取り組みが分かった。
・全員参加の分かる授業において、基礎基本の徹底以外の項目の底上げが必要だと感じる。
・eライブラリの活用に期待しています。持ち帰りができるようになるとのことで、さらなる学力向上につなげ
て欲しい。
・黒川小の児童の学力については、国や県の学習状況調査の客観的な結果についても記述があればと
思う。

●心の教育

●健康・体つくり

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●会議や行事の在り方の見直しによる
業務効率化の推進と時間外在校等時間
の削減。

５　総合評価・

　　次年度への展望

☆総合評価
・「自己有用感を高める取り組み」「キャリア教育」「特別支援教育の充実」「愛郷心の育成」等に対する学校の取組は学校関係者からもよい評価を得られた。
・学力向上に向けたさらなる取組みや、子供が安心して過ごせる学校の雰囲気づくりの必要性を学校関係者から提言された。
☆次年度への展望
・対話を取り入れた授業の在り方について、互いに授業を見合ったり、放課後の時間に授業準備やOJTの時間を確保し、学校全体で質の高い授業づくりを追求するなど、研鑽の場を増やす。
・「スタディーウィーク」「うちどくウィーク」を継続するとともに、家庭学習の内容について検討したり、家庭学習の必要性について考えさせたり、読書量を増やしたりする取り組みの充実を図る。
・学校サポーター関係の行事や体験活動を年間計画や教育課程に位置づけ、学校サポーターとのつながりをさらに深めて学びの充実を図る。

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価


